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■市長就任あいさつ　平成18年６月号 

　
一
〇
七
年
の
歴
史
を
も
つ
風

連
町
、
一
〇
六
年
の
歴
史
を
も

つ
名
寄
市
が
、
地
方
分
権
時
代

の
基
礎
自
治
体
の
再
編
と
し
て
、

合
併
特
例
法
の
適
用
を
う
け
て

合
併
し
た
初
の
名
寄
市
長
選
挙

に
お
い
て
、
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
ご
支
持
を
い
た
だ

き
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
新
生
名
寄
市
の
発
展
と
市
民

福
祉
の
増
進
に
全
力
を
傾
注
す

る
決
意
で
す
。 

　
旧
名
寄
市
は
五
十
二
年
前
の

昭
和
二
十
九
年
八
月
、
旧
智
恵

文
村
と
の
合
併
の
経
験
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
今
次
の
合
併
は

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
行
財

政
改
革
と
自
己
責
任
の
下
で
自

己
決
定
で
き
る
地
域
主
権
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
、

多
く
の
住
民
参
加
に
よ
り
策
定

し
た
合
併
構
想
と
新
市
建
設
計

画
案
に
対
し
、
旧
風
連
町
で
は

小
室
勝
治
氏
の
略
歴 

昭
和
20
年
６
月
、
樺

太
生
ま
れ
。
名
寄
農

業
高
校
卒
業
。
昭
和

36
年
に
旧
風
連
町
役

場
に
就
職
。総
務
課
、

産
業
課
を
経
て
平
成

３
年
に
農
業
委
員
会

事
務
局
長
。
平
成
10

年
農
林
課
参
事
。
平

成
12
年
農
林
課
長
、

平
成
15
年
産
業
課
長

の
後
、
平
成
18
年
３

月
に
退
職
。 

今
　
尚
文
氏
の
略
歴 

昭
和
19
年
１
月
、
天

塩
町
生
ま
れ
。
名
寄

高
校
卒
業
。
昭
和
37

年
に
旧
名
寄
市
役
所

に
就
職
。
経
済
部
、

総
務
部
を
経
て
平
成

７
年
に
経
済
部
次
長
、

平
成
８
年
経
済
部
長
。

平
成
12
年
総
務
部
長

の
後
、
平
成
12
年
12

月
か
ら
旧
名
寄
市
の

助
役
に
就
任
。 

　
風
連
庁
舎
の
副
市
長（
助
役
）は
、 

経
済
部
・
建
設
水
道
部
を
担
当
す
る 

ほ
か
、
旧
風
連
町
区
域
に
置
か
れ
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
特
例
区
長
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
務
め
ま
す
。
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
に
当
た
り
「
合
併

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
歩
、
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ト
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
努
力
し
た
い
。
」 

　
名
寄
庁
舎
の
副
市
長（
助
役
）は
、
庁

舎
に
配
置
さ
れ
た
、
総
務
部
・
生
活
福

祉
部
・
教
育
部
を
担
当
す
る
ほ
か
、
収

　
　
　
　
　
　
　
　
入
役
を
兼
掌
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
就
任
に
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
り
「
心
の
合
併
を

　
　
　
　
　
　
　
　
形
に
す
る
の
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
か
ら
。
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
決
意
で
推
進
役
を

　
　
　
　
　
　
　
　
努
め
た
い
。
」 

５月15日（月）、新市長 
初議会となる第２回市 
議会臨時会で所信表明 
する島市長 

今
　
尚
文
氏（
62
）が
就
任 

小
室
勝
治
氏（
60
）が
就
任 

こ
ん
　
　
な
お
ふ
み 

こ
む
ろ
　
か
つ
は
る 

風
を
連
ね
て
名
を
寄
せ
る 

　
北
の
都
な
よ
ろ
の
発
展
を 

市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ 

名
寄
庁
舎
副
市
長（
助
役
） 

風
連
庁
舎
副
市
長（
助
役
） 

新
「
名
寄
市
」
の 

副
市
長（
助
役
） 

を
紹
介
し
ま
す
。 

平
成
18
年
３
月
27
日
の
新
「
名
寄
市
」
誕 

生
に
伴
っ
て
、第
２
回
市
議
会
臨
時
会
で 

選
任
さ
れ
た
、名
寄
と
風
連
両
庁
舎
の 

副
市
長（
助
役
）を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
ち 

 



住
民
投
票
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
旧
名
寄
市
も
数
次
に
わ
た

り
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
合

併
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
三
月
二
十
七
日
、
新
名
寄
市

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
約
二
カ
月
。

各
行
政
機
関
の
人
事
も
確
立
し

て
合
併
時
に
策
定
し
た
新
市
建

設
計
画
を
具
現
化
す
る
総
合
計

画
の
策
定
作
業
に
着
手
い
た
し

ま
す
。 

　
今
回
の
合
併
が
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

　
　
　
　
実
感
で
き
る
よ
う
、

　
　
　
　
公
平
・
公
正
で
、
市

　
　
　
　
民
の
目
線
に
立
ち
、 

　
　
　
　
市
民
の
声
を
反
映
す

　
　
　
　
る
市
政
運
営
を
心
が

　
　
　
　
け
て
い
き
た
い
と
思

　
　
　
　
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
と
り
わ
け
、
市
民

　
　
　
　
が
市
政
を
身
近
に
感

　
　
　
　
ず
る
情
報
の
公
開
に

　
　
　
　
つ
い
て
は
、
す
で
に

　
　
　
　
市
議
会
の
開
催
時
に

　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
　
の
中
継
な
ど
に
取
り

　
　
　
　
組
ん
で
お
り
、
市
民

　
　
　
　
の
皆
様
が
毎
日
安
全

　
　
　
　
で
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
に
す
る

た
め
、
各
種
団
体
や
名
寄
市
の

特
性
と
し
て
存
置
す
る
名
寄
市

立
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
や
名
寄
駐

屯
地
隊
員
の
皆
さ
ん
の
支
援
協

力
を
求
め
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
の
市
政
運
営
に

対
す
る
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

藤
原
　
忠
氏
の
略
歴 

昭
和
16
年
３
月
、
紋

別
市
生
ま
れ
。
東
洋

大
学
卒
業
。
昭
和
39

年
に
北
海
道
紋
別
高

等
学
校
教
諭
と
な
る
。

昭
和
44
年
か
ら
昭
和

50
年
ま
で
名
寄
高
等

学
校
教
諭
。
平
成
11

年
札
幌
西
高
等
学
校

校
長
の
後
、
平
成
12

年
か
ら
旧
名
寄
市
の

教
育
長
に
就
任
。 

　
旧
風
連
町
と
旧
名
寄
市
の
合
併

に
伴
っ
て
、
第
２
回
市
議
会
臨
時

会
で
教
育
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ

た
藤
原
忠
氏（
65
）が
、
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
　
会
で
の
互
選
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
新
し
い「
名

　
　
　
　
　
　
　
寄
市
」
初
の
教

　
　
　
　
　
　
　
育
長
に
選
任
さ

　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
。 

 

■市長就任あいさつ　平成18年６月号 

島
多
慶
志
氏
の
略
歴 

 

昭
和
12
年
12
月
、
名
寄
市

生
ま
れ
。
名
寄
市
立
北
高

校
卒
業
。
昭
和
32
年
に
旧

名
寄
市
役
所
に
就
職
。
昭

和
62
年
か
ら
経
済
部
長
、

総
務
部
長
、
民
生
部
長
。

平
成
６
年
９
月
か
ら
助
役
。

平
成
８
年
11
月
、
第
５
代

と
な
る
旧
名
寄
市
長
に
就
任
。 

 
　
風
連
町
・
名
寄
市
合
併
協
議
会
で
「
特

別
職
の
う
ち
市
長
は
名
寄
庁
舎
に
、
助

役（
副
市
長
）は
両
庁
舎
に
置
き
ま
す
。」

と
の
基
本
的
確
認
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
広
報
な
よ
ろ
」
や
「
新
名
寄
市
民
の

暮
ら
し
方
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
な
ど
で
「
副
市

長
」
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
助
役
の
職
務
が
市
長
を
補

佐
し
、
代
理
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
、
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
副
市
長
の
名
称
は
、
広
報
誌
や
案
内

状
な
ど
の
書
簡
。
式
辞
な
ど
の
あ
い
さ

つ
文
、
賞
状
、
庁
内
通
知
な
ど
に
使
用

さ
れ
、
平
成
19
年
４
月
の
地
方
自
治
法

の
改
正
に
あ
わ
せ
て
、
助
役
の
名
称
を

副
市
長
に
改
め
る
予
定
で
す
。 

副
市
長（
助
役
）に
つ
い
て 

　　 　　市長が風連庁舎で執務します 
　分庁方式に対応し、市政の総合的で円滑な運営のため、
市長が風連庁舎で執務します。 
○市長の風連庁舎執務日程 
　毎週火曜日の午後と毎週木曜日の午前 
※６月27日（火）から執務を始めます。 
※会議や行事などで執務できない場合があります。 

新
「
名
寄
市
」
の
教
育
長
に 

藤
原  

忠
氏（
65
）が
就
任 

ふ
じ
わ
ら
た
だ
し 

４月24日（月）、新市長初登庁で柿川弘市長 
職務執行者と固い握手 

 

３　平成18年６月号 


